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原
典
研
究

一　

は
じ
め
に

パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝
第
二
代
国
王
モ
ハ
ン
マ
ド
・
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
（
在
位
一
九
四
一
―

七
九
）
末
期
の
一
九
七
五
年
に
成
立
し
た
家
族
保
護
法
は
、
一
九
六
七
年
に
成
立
し
た
家

族
保
護
法（

1
）

を
改
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
改
定
さ
れ
た
家
族
保
護
法
は
、
全
二
四
条
か

ら
成
る
一
九
六
七
年
の
家
族
保
護
法
を
加
除
修
正
し
た
全
二
八
条
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
家

族
保
護
法
は
、
シ
ャ
リ
ー
ア
（
イ
ス
ラ
ー
ム
法
）
を
基
に
編
纂
さ
れ
た
民
法
（
一
九
二
八

―
三
五
年
制
定
）
に
対
す
る
特
別
法
で
あ
り
、
複
婚
や
離
婚
に
つ
い
て
新
た
な
規
定
が
加

え
ら
れ
た（

2
）
。
そ
の
上
で
、
一
九
七
五
年
の
家
族
保
護
法
は
、
最
低
婚
姻
年
齢
や
、
複

婚
、
男
性
か
ら
の
一
方
的
な
離
婚
へ
の
制
限
が
規
定
さ
れ
る
な
ど
、
国
王
の
標
榜
す
る
近

代
化
政
策
に
沿
う
形
で
さ
ら
な
る
改
訂
が
な
さ
れ
た
。
一
九
七
五
年
成
立
の
家
族
保
護
法

の
第
二
八
条
で
「
一
三
四
六
年
（
西
暦
一
九
六
七
年
）
に
成
立
し
た
家
族
保
護
法
と
そ
れ

に
付
随
す
る
そ
の
他
の
規
則
は
、（
中
略
）
本
法
律
︹
成
立
︺
の
日
付
か
ら
無
効
と
な
る
」

と
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
六
七
年
の
家
族
保
護
法
を
代
替
す
る
も
の
で
あ
る
。

二　
「
家
族
保
護
法
（
一
九
七
五
年
成
立
）」
成
立
の
経
緯

モ
ハ
ン
マ
ド
・
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
は
、
西
洋
を
モ
デ
ル
と
し
た
イ
ラ
ン
の
近
代
化
を
目

指
し
た
。
冷
戦
下
西
側
に
属
し
た
イ
ラ
ン
は
米
国
の
支
援
の
も
と
で
、
よ
り
中
央
集
権
的

で
独
裁
的
な
政
策
を
展
開
し
た
。
国
王
主
導
の
上
か
ら
の
改
革
で
あ
る
「
白
色
革
命
」

（
一
九
六
三
年
発
表
）
で
女
性
参
政
権
が
認
め
ら
れ
、
国
民
議
会
に
初
の
女
性
議
員
が
生

ま
れ
、
彼
女
た
ち
は
イ
ラ
ン
政
府
と
利
害
の
一
致
す
る
範
囲
で
女
性
の
権
利
の
向
上
の
た

め
の
民
法
改
正
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、
宗
教
界
か
ら
の
強
い
反
発
を
受
け
、
民
法
の

改
正
で
は
な
く
家
族
保
護
法
と
い
う
特
別
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
結
婚
や
離
婚
、
子
ど
も

の
後
見
な
ど
に
関
す
る
規
定
を
設
け
た
の
が
、
一
九
六
七
年
成
立
の
家
族
保
護
法
で
あ
っ

た
。
同
法
で
は
離
婚
の
条
件
と
し
て
「
和
解
不
能
証
明
書
」
の
発
行
を
裁
判
所
に
請
求
す

る
必
要
が
生
じ
た
（
一
九
六
七
年
成
立
家
族
保
護
法
第
八
条
）。
ま
た
、
妻
か
ら
の
離
婚

請
求
が
で
き
る
条
件
に
つ
い
て
も
明
示
さ
れ
た
（
一
九
六
七
年
成
立
家
族
保
護
法
第
一
一

条
）。
さ
ら
に
、
既
婚
男
性
が
複
婚
を
望
む
場
合
、
裁
判
所
の
許
可
が
必
要
に
な
り

（
一
九
六
七
年
成
立
家
族
保
護
法
第
一
四
条
）、
妻
の
同
意
な
し
に
夫
が
別
の
妻
を
娶
っ
た

場
合
に
は
妻
か
ら
離
婚
請
求
で
き
る
規
定
（
一
九
六
七
年
成
立
家
族
保
護
法
第
一
一
条
）

が
設
け
ら
れ
た
。

伝
統
的
な
習
慣
を
色
濃
く
残
し
て
い
た
一
九
六
〇
年
代
の
イ
ラ
ン
の
地
方
に
お
い
て
、

ど
の
程
度
こ
の
法
律
が
浸
透
し
た
の
か
不
明
な
点
が
多
い
も
の
の（

3
）
、
一
九
六
七
年
成

立
の
家
族
保
護
法
は
、
女
性
の
権
利
向
上
の
第
一
歩
と
評
価
で
き
る
。
同
法
成
立
の
背
景

に
は
、
国
王
の
双
子
の
姉
が
会
長
を
務
め
る
イ
ラ
ン
女
性
機
構
（W

O
I

）
を
中
心
と
す
る

女
性
団
体
の
協
力
や
、
女
性
や
家
族
の
問
題
を
喚
起
し
、
都
市
に
お
け
る
女
性
運
動
に
影

響
を
与
え
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
学
界
の
役
割
も
看
過
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
テ
ヘ
ラ
ン

大
学
社
会
制
度
研
究
会
が
中
心
と
な
っ
て
「
家
族
の
近
代
化
」
を
目
的
と
し
た
調
査
が
な

さ
れ
、
そ
の
結
果
が
女
性
向
け
雑
誌
や
日
刊
紙
な
ど
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
法
律
成
立
に

貢
献
し
た（

4
）
。

モ
ハ
ン
マ
ド・レ
ザ
ー・パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
期
の
イ
ラ
ン
に
お
け
る

「
家
族
保
護
法（
一
九
七
五
年
成
立
）」に
つ
い
て
の
覚
書

森
田　

豊
子　
鹿
児
島
大
学
非
常
勤
講
師

佐
藤　

秀
信　
法
務
省
法
務
事
務
官　
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し
か
し
、
同
法
が
実
際
に
運
用
さ
れ
る
に
従
い
、
特
に
女
性
議
員
た
ち
は
そ
の
内
容
を

不
十
分
と
考
え
、
改
正
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
一
九
七
三
年
七
月

一
〇
日
に
サ
ー
デ
グ
・
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
司
法
大
臣
が
改
定
法
案
を
国
会
に
提
出
し
た
。
法

案
は
そ
の
後
、
国
民
議
会
の
常
任
委
員
会
で
あ
る
司
法
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
一
九
七
四

年
三
月
に
司
法
委
員
会
が
修
正
し
た
法
案
に
つ
い
て
第
一
回
本
会
議
審
議
が
行
わ
れ
、
多

く
の
加
除
修
正
意
見
を
受
け
、
司
法
委
員
会
に
差
し
戻
さ
れ
た
。
一
九
七
四
年
六
月
に

は
、
第
二
回
本
会
議
審
議
に
付
さ
れ
、
採
択
後
に
上
院
に
送
付
さ
れ
た
。
上
院
修
正
法
案

は
、
一
九
七
五
年
二
月
四
日
に
本
会
議
に
提
出
さ
れ
、
同
日
の
審
議
で
法
案
が
正
式
に
成

立
し
た
。

国
民
議
会
本
会
議
で
最
も
議
論
が
紛
糾
し
た
の
は
、
法
案
の
第
一
六
条
及
び
第
一
七
条

の
二
人
目
の
妻
を
娶
る
場
合
の
婚
姻
規
定
で
あ
る
。
国
民
議
会
本
会
議
第
一
回
審
議
で

は
、
第
一
六
条
（
法
案
成
立
時
の
第
一
七
条
）
に
関
し
、
メ
フ
ル
ー
シ
ュ
・
モ
ス
ト
ウ

フ
ィ
ー
＝
サ
フ
ィ
ー
ニ
ヤ
ー
議
員
（
女
性
）
が
「
全
く
文
明
的
で
は
な
い
」、「
一
九
六
七

年
法
よ
り
も
悪
法
」
と
非
難
し
、
マ
レ
ケ
・
タ
ー
レ
ガ
ー
ニ
ー
議
員
（
女
性
）
が
「
本
条

項
は
家
族
の
根
底
を
不
安
定
化
さ
せ
る
」、
二
人
目
の
妻
を
無
断
で
娶
る
罰
則
が
禁
錮
六

か
月
か
ら
一
年
で
は
短
す
ぎ
る
」
と
し
て
、
条
項
の
削
除
を
要
求
し
た
ほ
か
、
男
性
議
員

か
ら
も
「
二
人
目
の
妻
を
娶
る
行
為
は
家
庭
の
理
想
と
合
致
し
な
い
」、「
経
済
力
が
二
人

目
の
妻
を
娶
る
理
由
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」、
さ
ら
に
「
二
人
目
の
妻
は
公
正
性
か
ら

も
問
題
が
あ
り
、
最
初
の
妻
及
び
そ
の
子
息
を
軽
ん
じ
て
い
る
」、「
二
人
目
の
妻
を
無
断

で
娶
る
場
合
は
重
罰
化
す
べ
き
」
な
ど
と
の
異
議
が
噴
出
し
た（

5
）
。
国
民
議
会
本
会
議

第
二
回
審
議
で
は
、
第
一
回
審
議
の
紛
糾
を
反
映
し
、
二
人
目
の
妻
を
娶
る
こ
と
が
で
き

る
条
件
九
項
目
が
前
段
に
新
規
挿
入
（
つ
ま
り
法
案
成
立
時
の
第
一
六
条
及
び
第
一
七
条

が
ひ
と
つ
の
条
項
に
入
っ
て
い
る
状
態
に
）
さ
れ
た
結
果
、
法
案
の
可
決
に
つ
な
が
っ

た
。
同
条
項
の
審
議
の
流
れ
は
、
女
性
議
員
た
ち
に
よ
る
女
性
の
権
利
を
向
上
さ
せ
る
努

力
の
一
端
と
し
て
、
注
目
で
き
る
。

し
か
し
、
国
民
議
会
議
事
録
で
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
特
に
女
性
議
員
た
ち
は
、
同
法
を

完
成
さ
れ
た
法
律
と
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
法
案
成
立
の
一
九
七
五
年
二
月

四
日
、
メ
フ
ル
ア
ン
ギ
ー
ス
・
ド
ウ
ラ
ト
シ
ャ
ー
ヒ
ー
議
員
（
女
性
）
は
「
二
人
目
の
妻

に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
今
後
の
法
案
審
議
に
期
待
す
る
」
と
言
及
し
つ
つ
、
第
一
五

条
の
母
方
の
祖
父
母
の
監
護
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
異
議
を
申
し
立
て
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
当
時
の
サ
ー
デ
グ
・
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
司
法
大
臣
は
、
今
後
も
問
題
点
を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
と
回
答
し
て
い
る
。
イ
ラ
ン
革
命
直
前
の
一
九
七
八
年
一
二
月
七
日
ハ
サ
ン
・
ナ

ジ
ャ
フ
ィ
ー
司
法
大
臣
は
、
地
方
と
都
市
で
は
婚
姻
年
齢
に
関
す
る
認
識
に
相
違
が
あ

り
、
地
方
で
結
婚
し
よ
う
と
す
る
一
五
―
一
八
歳
の
女
性
た
ち
が
司
法
機
関
を
た
ら
い
回

し
さ
れ
て
い
る
現
状
を
鑑
み
て
、
一
五
歳
以
上
で
の
結
婚
の
意
思
を
有
す
る
女
性
で
あ
れ

ば
、
検
察
に
対
す
る
照
会
を
不
要
と
す
る
よ
う
要
望
す
る
婚
姻
最
低
年
齢
の
修
正
案
を
提

出
し
た
。こ
の
よ
う
に
、一
九
七
九
年
二
月
に
イ
ラ
ン
革
命
が
成
就
す
る
直
前
ま
で
一
九
七
五

年
成
立
の
家
族
保
護
法
を
修
正
す
る
試
み
が
継
続
し
て
い
た
。

三　
「
イ
ラ
ン
家
族
保
護
法
（
一
九
七
五
年
成
立
）」
の
特
徴

一
九
六
七
年
成
立
の
家
族
保
護
法
と
一
九
七
五
年
成
立
の
家
族
保
護
法
は
ど
の
よ
う
な

点
が
異
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
妻
か
ら
離
婚
請
求
で
き
る
条
件
が
増
え

た
。
既
に
一
九
六
七
年
の
段
階
で
、
離
婚
す
る
際
に
は
裁
判
所
か
ら
和
解
不
能
証
明
書
の

発
行
が
必
要
と
さ
れ
、「
妻
の
同
意
な
し
に
別
の
妻
を
娶
っ
た
場
合
」
な
ど
、
妻
か
ら
も

離
婚
請
求
が
で
き
る
五
つ
の
項
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
た
（
一
九
六
七
年
家
族
保
護
法
第

一
一
条
）。
そ
れ
が
、
一
九
七
五
年
に
な
る
と
、
離
婚
請
求
で
き
る
条
件
が
一
四
項
目
に

増
加
し
た
（
一
九
七
五
年
家
族
保
護
法
第
八
条
）。
こ
の
一
四
項
目
に
は
、
夫
が
妻
へ
の

扶
養
料
の
支
払
を
し
な
い
場
合
、
複
数
の
妻
を
娶
ろ
う
と
し
た
場
合
、
複
数
の
妻
た
ち
を

公
平
に
扱
え
な
い
と
裁
判
所
が
判
断
し
た
場
合
、
さ
ら
に
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
不
治
の
病

や
精
神
異
常
に
な
っ
た
場
合
な
ど
が
含
ま
れ
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
妻
に
と
っ
て
離
婚
請
求

で
き
る
条
件
が
増
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
に
、
一
九
六
七
年
家
族
保
護
法
で
は
子
の
養
育
な
ど
に
関
す
る
規
定
は
あ
っ
た
も

の
の
、
後
見
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
き
、
一
九
七
五
年
の
家
族
保

護
法
で
は
子
の
父
親
に
後
見
人
に
な
る
資
格
が
な
い
場
合
に
、
そ
の
権
利
が
父
方
の
祖
父

だ
け
で
は
な
く
母
親
に
も
帰
属
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
（
一
九
七
五
年
家
族
保
護
法
第

一
五
条
）。
ち
な
み
に
、
現
在
の
日
本
に
お
け
る
親
権
は
子
の
監
護
・
養
育
と
財
産
管
理

の
権
利
の
二
つ
の
権
利
が
含
ま
れ
て
い
る
。
他
方
、
イ
ラ
ン
で
は
子
の
監
護
・
養
育
の
権

利
と
子
の
財
産
管
理
が
で
き
る
後
見
の
権
利
は
別
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

後
見
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
父
親
、
父
親
が
い
な
い
場
合
に
は
父
方
の
祖
父
と
さ

れ
る（

6
）
。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
、
一
九
七
五
年
の
家
族
保
護
法
で
母
親
に
も
後
見

の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
三
に
、
一
九
六
七
年
家
族
保
護
法
で
は
夫
が
二
人
目
の
妻
を
娶
る
こ
と
を
望
む
場
合

に
は
、
裁
判
所
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
（
一
九
六
七
年
家
族
保
護
法

第
一
四
条
）。
し
か
し
、
一
九
七
五
年
の
家
族
保
護
法
で
は
、「
夫
は
下
記
の
場
合
を
除
い

て
二
人
目
の
妻
を
娶
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
て
、「
最
初
の
妻
が
同
意
し
た
場
合
」
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な
ど
複
婚
可
能
条
件
と
し
て
九
項
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
（
一
九
七
五
年
家
族
保
護
法
第

一
六
条
）。
つ
ま
り
、
複
婚
可
能
条
件
を
限
定
す
る
形
を
と
る
こ
と
で
、
そ
も
そ
も
複
婚

自
体
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
七
五
年
の
家
族
保
護
法
で
は
、
裁
判
所
の

許
可
な
く
二
人
目
の
妻
を
娶
っ
た
場
合
の
罰
則
規
定
（
六
か
月
か
ら
一
年
の
禁
錮
刑
）
も

設
け
ら
れ
て
お
り
（
一
九
七
五
年
家
族
保
護
法
第
一
七
条
）、
こ
の
こ
と
か
ら
も
複
婚
を

制
限
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

第
四
に
、
婚
姻
最
低
年
齢
が
女
性
一
八
歳
、
男
性
二
〇
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

（
一
九
七
五
年
家
族
保
護
法
第
二
三
条
）。
イ
ラ
ン
で
は
民
法
成
立
時
に
女
性
は
一
五
歳
、

男
性
は
一
八
歳
で
婚
姻
が
可
能
と
さ
れ
て
い
た
が
、
地
方
の
実
態
と
か
け
離
れ
て
い
る
と

し
て
、
一
三
歳
以
下
の
婚
姻
は
禁
止
す
る
も
の
の
、
特
定
の
条
件
下
で
は
一
五
歳
以
下
で

も
婚
姻
が
可
能
と
改
定
さ
れ
て
い
た（

7
）
。

そ
ん
な
中
、
一
九
七
一
年
にW

O
I

が
「
女
性
の
家
族
計
画
会
議
」
を
開
催
し
た
。
こ

こ
で
は
最
低
婚
姻
年
齢
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
、
当
時
の
民
法
規
定
に
あ
っ
た
最
低

婚
姻
年
齢
の
引
き
上
げ
が
検
討
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
翌
年
に
行
わ
れ
た
「
一
九
六
七
年
家

族
保
護
法
研
究
委
員
会
」
に
も
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ（

8
）
、
一
九
七
五
年
成
立
の
家
族

保
護
法
で
先
述
の
年
齢
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
や
は
り
地
方
の
慣
習

に
鑑
み
て
、
同
条
で
は
女
性
が
一
八
歳
以
下
で
婚
姻
で
き
る
可
能
性
を
残
し
た
。
つ
ま

り
、
地
方
検
察
庁
や
県
裁
判
所
な
ど
の
許
可
が
あ
れ
ば
、
一
五
歳
以
上
一
八
歳
未
満
の
女

性
は
婚
姻
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

イ
ラ
ン
革
命
後
に
家
族
保
護
法
の
運
用
が
停
止
さ
れ
る
と
、
民
法
上
の
最
低
婚
姻
年
齢

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
基
づ
き
改
正
さ
れ
、
女
性
は
九
歳
、
男
性
は
一
五
歳
と
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
す
る
女
性
た
ち
の
根
強
い
反
対
運
動
の
結
果
、
二
〇
〇
〇
年
に
な
っ
て
一
三
歳

未
満
の
女
性
は
保
護
者
や
裁
判
所
の
許
可
が
な
け
れ
ば
結
婚
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

四　

お
わ
り
に

家
族
保
護
法
が
一
九
七
五
年
に
改
定
さ
れ
て
か
ら
わ
ず
か
四
年
後
に
イ
ラ
ン
革
命
が
起

き
た
た
め
、
一
九
七
五
年
家
族
保
護
法
が
イ
ラ
ン
社
会
に
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
た

の
か
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
革
命
後
す
ぐ
に
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
は
、
家
族
保
護
法
が
「
反

イ
ス
ラ
ー
ム
的
」
な
法
律
で
あ
る
と
宣
言
し
た
。
そ
の
後
、
裁
判
所
な
ど
で
そ
の
運
用
が

停
止
さ
れ
た（

9
）
。
裁
判
所
で
は
家
族
保
護
法
で
は
な
く
、
民
法
や
婚
姻
法
、
離
婚
法
な

ど
を
基
に
判
決
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
イ
ラ
ン
革
命
か
ら
実
に
三
四
年

後
の
二
〇
一
三
年
に
新
た
な
家
族
保
護
法
が
成
立
す
る
ま
で
、
こ
の
状
態
は
続
い
た
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
革
命
前
の
イ
ラ
ン
で
は
、
社
会
に
お
け
る
女
性
の
権
利

の
現
状
が
変
わ
る
よ
り
も
先
に
、
国
家
主
導
に
よ
っ
て
家
族
保
護
法
な
ど
の
法
的
な
整
備

が
な
さ
れ
た
と
い
え
る
。W

O
I

の
会
長
が
国
王
の
双
子
の
姉
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
国
王
が
推
進
す
る
近
代
化
に
あ
わ
せ
て
女
性
の
権
利
の
向
上
が
図
ら
れ

た
。
ハ
ワ
ー
ド
は
家
族
保
護
法
を
「
こ
れ
ま
で
の
イ
ラ
ン
女
性
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
重
要

で
あ
る
と
い
え
る
法
律
」
と
評
価
し
、
同
法
の
法
案
策
定
に
携
わ
っ
た
メ
フ
ル
ア
ン
ギ
ー

ス
・
マ
ヌ
ー
チ
ェ
フ
リ
ヤ
ー
ン
が
一
九
六
八
年
の
国
連
総
会
で
人
権
分
野
で
の
業
績
で
表

彰
を
受
け
た
と
言
及
し
て
い
る（
10
）
。
ま
た
、
パ
イ
ダ
ル
は
、
家
族
保
護
法
は
一
九
六
〇

～
七
〇
年
代
に
お
け
る
国
王
主
導
の
近
代
化
の
重
要
な
柱
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
恣
意
的
な
離
婚
を
制
限
し
、
妻
へ
の
扶
養
料
を
確
保
す
る
こ
と
で
女
性
が
経
済
力
を
持

つ
よ
う
に
な
る
こ
と
が
国
家
の
経
済
発
展
に
つ
な
が
り
、
最
低
婚
姻
年
齢
を
上
げ
る
こ
と

で
出
生
率
を
下
げ
、
人
口
統
制
を
容
易
に
す
る
と
い
う
国
家
の
利
益
に
適
っ
て
い
た
た
め

に
家
族
保
護
法
の
制
定
が
可
能
と
な
っ
た
か
ら
だ
と
説
明
し
て
い
る（
11
）
。

国
家
主
導
で
あ
っ
て
も
、
家
族
保
護
法
の
制
定
は
、
そ
の
後
の
イ
ラ
ン
社
会
に
お
け
る

女
性
の
権
利
の
向
上
に
寄
与
し
た
と
い
え
る
。
家
族
保
護
法
そ
の
も
の
は
イ
ラ
ン
革
命
後

に
運
用
が
停
止
さ
れ
た
も
の
の
、
現
在
の
イ
ラ
ン
の
女
性
た
ち
は
、
婚
姻
契
約
の
条
件
を

将
来
の
夫
と
話
し
合
っ
て
決
め
、
自
ら
署
名
す
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
決

め
ら
れ
る
条
件
に
は
家
族
保
護
法
の
規
定
に
あ
っ
た
条
件
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
、
家
族
保
護
法
は
女
性
た
ち
が
自
ら
持
つ
権
利
に
つ
い
て
自
覚
す
る
契
機
と
な
っ
た
法

律
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
エ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
が
「
家
族
保
護
法
の
成
立

は
。
そ
の
後
女
性
運
動
が
拡
大
す
る
た
め
に
十
分
に
活
用
さ
れ
た
」
と
評
価
し
て
い

る（
12
）

よ
う
に
、
そ
の
後
の
イ
ラ
ン
社
会
に
お
け
る
女
性
運
動
に
と
っ
て
も
ひ
と
つ
の
メ

ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
存
在
す
る
法
律
で
あ
っ
た
。

　
︻
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